

厚生労働省より「ノロウイルスによる食中毒の予防について」が出されました。

それぞれのウイルスの特徴を理解し、予防、かかってしまった際の適切な対応をお知らせいたします。

	　
	ノロウイルス
	インフルエンザウイルス

	感染経路
	・ウイルスで汚染された食品の経口感染
	・咳やくしゃみ等の飛沫感染

	
	・調理従事者の手指や調理器具を介しての接触感染
	・咳やくしゃみを押さえた手指や、ウイルスで汚染された

	
	・不適切な汚物処理による接触感染や飛沫感染
	　環境表面に触れた手指を介した接触感染

	生存期間
	長期間生存可能
	通常の飛沫が付着した場合には、およそ２～８時間程度

	
	4℃で２ヶ月間、常温で２週間、37℃で１週間程度
	　

	
	感染力を保持
	　

	増殖場所
	腸管細胞内
	呼吸器粘膜

	症状
	・吐き気、苦しい嘔吐、下痢、腹痛
	・発熱（３８℃以上の高熱）、頭痛、全身倦怠感

	
	・ときには発熱、頭痛、筋肉痛を伴う
	　筋肉痛、関節痛、咳、鼻水等

	
	　
	・「かぜ」と比較して全身症状が強い


食中毒・感染症の基本的な4大対策
☆2度手洗い…徹底した手洗い（洗って・拭いて・消毒）

☆健康管理…手洗い・うがい
☆環境の清浄…多くの人が触れる箇所

☆汚物の処理…すばやく適切な処理
インフルエンザの特効薬として処方されるタミフルは罹患後　48時間以内に服用しないと効果が見込めません。








